













５部から成る本論相当の部分は大きく二つに分かれ、第 1 部から第 3 部では、「地域方言」、なかで










変化は「気づきにくく変りやすい」ものであることを述べて(第 5 章・第 6 章)、従来「気づきにくく
変りにくい」ものとされてきたアクセントにも「変りやすい」一面があることを主張している。  














アクセントが保持される要因にも言及し（第 4 章・第 5章）、また山梨県西部域若年層に聞かれるアク
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